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大
阪
府
金
融
系
外
国
企
業
等
拠
点
設
立
補
助
金
交
付
規
則 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
国
際
的
に
金
融
に
関
す
る
事
業
を
営
む
企
業
等
の
大
阪
で
の
拠
点
の

設
立
を
促
進
し
、
も
っ
て
府
の
国
際
金
融
都
市
化
の
実
現
に
向
け
た
競
争
力
の
強
化
を
図
る

た
め
の
府
の
区
域
内
で
知
事
が
別
に
定
め
る
区
域
（
以
下
「
対
象
区
域
」
と
い
う
。
）
内
に
お

い
て
新
た
に
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
十
八
条
第
四
項

に
規
定
す
る
投
資
運
用
業
（
以
下
「
投
資
運
用
業
」
と
い
う
。
）
等
を
行
う
者
等
を
対
象
と
し

た
金
融
系
外
国
企
業
等
拠
点
設
立
補
助
金
（
以
下
「
補
助
金
」
と
い
う
。
）
の
交
付
の
申
請
、

決
定
等
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
補
助
金
に
係
る
予
算
の
執
行
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
規
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
補
助
金
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
交
付
の
要
件
） 

第
二
条 

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
者
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

投
資
運
用
業
そ
の
他
知
事
が
別
に
定
め
る
金
融
に
関
す
る
事
業
を
営
ん
で
い
る
会
社
法

（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
会
社
又
は
同
条
第
二
号

に
規
定
す
る
外
国
会
社
で
あ
る
こ
と
。 

 

二 

補
助
金
の
交
付
の
申
請
を
し
た
日
以
前
に
、
対
象
区
域
内
で
の
新
た
な
事
業
所
の
設
置

に
向
け
た
調
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
又
は
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
対
象
区
域

内
で
の
新
た
な
事
業
所
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

三 

前
号
の
調
査
又
は
設
置
を
行
う
よ
り
前
に
国
際
金
融
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
大
阪
（
府
及
び
大
阪
市
が
設
置
し
た
国
際
的
に
金
融
に
関
す
る
事
業
を
営
む
企
業
等
の

府
の
区
域
内
へ
の
進
出
又
は
事
業
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
窓
口
を
い
う
。
）
並
び
に
府
及

び
大
阪
市
に
対
象
区
域
へ
の
事
業
所
の
設
置
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

四 

前
号
の
相
談
を
行
っ
た
際
現
に
府
の
区
域
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
。 

 

五 

対
象
区
域
内
で
の
新
た
な
事
業
所
の
設
置
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
国
内
に
住
所
を

有
す
る
者
を
新
た
に
一
人
以
上
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
た
こ
と
。 

六 

第
二
号
の
調
査
に
係
る
補
助
金
を
申
請
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
調
査
に
係
る
補
助

金
の
、
同
号
の
設
置
に
係
る
補
助
金
を
申
請
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
設
置
に
係
る
補

助
金
の
交
付
の
決
定
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。 

七 

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。 

イ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十

七
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
又
は
大
阪
府
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二

十
二
年
大
阪
府
条
例
第
五
十
八
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
密
接
関
係
者 

ロ 

罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
っ
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
な
い
者 

ハ 

公
正
取
引
委
員
会
か
ら
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律



（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
四
十
九
条
に
規
定
す
る
排
除
措
置
命
令
又
は

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
納
付
命
令
を
受
け
、
そ
の
必
要
な
措
置
が
完
了

し
た
日
又
は
そ
の
納
付
が
完
了
し
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
な
い
者 

（
補
助
金
の
額
） 

第
三
条 
事
業
所
の
設
置
に
向
け
た
調
査
に
係
る
補
助
金
の
額
は
、
当
該
補
助
金
の
交
付
を
申

請
す
る
年
度
内
に
支
出
し
た
事
業
所
の
賃
借
料
そ
の
他
の
知
事
が
別
に
定
め
る
当
該
調
査
に

要
し
た
経
費
の
合
計
額
（
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
を
除
き
、
そ
の
額
に
千
円
未
満
の

端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
千
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
又
は
百
十
万
円
の
い
ず
れ
か
少

な
い
額
と
す
る
。 

２ 

事
業
所
の
設
置
に
係
る
補
助
金
の
額
は
、
当
該
補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る
年
度
内
に
支

出
し
た
事
業
所
の
賃
借
料
、
事
業
所
に
設
置
す
る
備
品
の
購
入
に
要
し
た
経
費
そ
の
他
の
知

事
が
別
に
定
め
る
事
業
所
の
設
置
に
要
し
た
経
費
の
合
計
額
（
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税

額
を
除
く
。
）
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き

は
、
こ
れ
を
千
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
又
は
一
千
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
と
す
る
。 

（
補
助
金
の
交
付
の
申
請
） 

第
四
条 

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
知
事
に
対
し
、
そ
の
定
め
る
期
日

ま
で
に
、
知
事
が
別
に
定
め
る
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
補
助
金
の
交
付
の
決
定
） 

第
五
条 

知
事
は
、
補
助
金
の
交
付
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
書
類
等
に

よ
り
当
該
申
請
の
内
容
を
審
査
し
、
補
助
金
を
交
付
す
べ
き
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
補
助

金
の
交
付
の
決
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

知
事
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
適
正
な
交
付
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
補

助
金
の
交
付
の
申
請
に
係
る
事
項
に
つ
き
修
正
を
加
え
て
補
助
金
の
交
付
の
決
定
を
す
る
も

の
と
す
る
。 

（
補
助
金
の
交
付
の
条
件
） 

第
六
条 

知
事
は
、
補
助
金
の
交
付
の
決
定
に
、
補
助
金
の
交
付
の
決
定
を
受
け
た
日
か
ら
起

算
し
て
二
年
間
対
象
区
域
内
で
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
（
当
該
補
助
金
が
事
業
所
の
設
置
に

係
る
補
助
金
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
そ
の
他
知
事
が
別
に
定
め
る
補
助
金
の
交
付
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
を
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
補
助
金
の
交
付
の
決
定
の
通
知
） 

第
七
条 

知
事
は
、
補
助
金
の
交
付
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
決
定
の
内
容
及

び
こ
れ
に
付
し
た
条
件
を
、
補
助
金
の
交
付
の
申
請
を
し
た
事
業
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。 

（
決
定
の
取
消
し
） 

第
八
条 

知
事
は
、
補
助
金
の
交
付
の
決
定
を
受
け
た
事
業
者
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
補
助
金
の
交
付
の
決
定
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。 

一 

第
二
条
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明

し
た
と
き
（
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
。 

二 

第
五
条
各
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
し
た
補
助
金
の
額
に
誤
り
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

と
き
（
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
。 



三 

第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
に
関
し
て
法
令
、
条
例
及
び
規
則
又
は
こ
れ
に
基
づ

く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。 

四 
第
二
条
第
七
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
又
は
第

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
当
時
に
第
二
条
第
七
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。 

五 

第
二
条
第
七
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
重
大
な
不
正
行
為
を
し
た
と
知

事
が
認
め
る
と
き
。 

六 

第
四
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
書
類
等
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
虚
偽
が
判
明
し
た
と

き 

七 

補
助
金
の
受
給
に
際
し
、
重
大
な
不
正
行
為
を
し
た
と
知
事
が
認
め
る
と
き
。 

２ 

知
事
は
、
補
助
金
の
交
付
の
決
定
を
受
け
た
事
業
者
が
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
付
し
た

条
件
に
違
反
し
た
と
き
は
、
補
助
金
の
交
付
の
決
定
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
こ
と
が

あ
る
。 

３ 

前
条
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
補
助
金
の
返
還
） 

第
九
条 

知
事
は
、
補
助
金
の
交
付
の
決
定
を
取
り
消
し
た
場
合
に
お
い
て
、
既
に
補
助
金
が

交
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
を
命
ず
る
も
の

と
す
る
。 

２ 

補
助
金
の
返
還
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の
負
担
と
す
る
。 

（
違
約
金
及
び
延
滞
金
） 

第
十
条 

事
業
者
は
、
第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
に

あ
っ
て
は
、
同
項
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
規

定
に
よ
る
取
消
し
に
関
し
、
補
助
金
の
返
還
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
補
助
金
の
返
還
の
ほ

か
、
違
約
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
府
に
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
違
約
金
の
額
は
、
補
助
金
の
受
領
の
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、

当
該
補
助
金
の
額
（
そ
の
一
部
を
納
付
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
後
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

既
納
額
を
控
除
し
た
額
）
に
つ
き
年
十
・
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
よ
り
計
算
し
た
額
と

す
る
。 

２ 

前
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
違
約
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
事
業

者
の
納
付
し
た
金
額
が
返
還
を
命
ぜ
ら
れ
た
補
助
金
の
額
に
達
す
る
ま
で
は
、
そ
の
納
付
金

額
は
、
ま
ず
当
該
返
還
を
命
ぜ
ら
れ
た
補
助
金
の
額
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。 

３ 

事
業
者
は
、
補
助
金
の
返
還
を
命
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
を
納
期
日
ま
で
に
納
付
し
な
か
っ
た
と

き
は
、
納
期
日
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
そ
の
未
納
付
額
に
つ
き
年
十
・

九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
計
算
し
た
額
の
延
滞
金
を
府
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
定
め
る
違
約
金
又
は
延
滞
金
の
額
の
計
算
に
つ
き
こ
れ
ら
の 

規
定
に
定
め
る
年
当
た
り
の
割
合
は
、
閏

じ
ゆ
ん

年
の
日
を
含
む
期
間
に
つ
い
て
も
、
三
百
六
十
五 

日
当
た
り
の
割
合
と
す
る
。 

５ 

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
違
約
金
及
び
延
滞
金
の
納
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
適
用
除
外
） 



第
十
一
条 

補
助
金
に
関
し
て
は
、
大
阪
府
補
助
金
交
付
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
大
阪
府
規
則

第
八
十
五
号
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

（
委
任
） 

第
十
二
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
補
助
金
の
交
付
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知

事
が
別
に
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 


